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５月社長記者会見 

 
 

１．役員の異動について  ＜資料１ 参照＞ 

 

 

２．内部統制システム構築の基本方針について  ＜資料２ 参照＞ 

 

 

３．名証ＩＲエキスポ２００６開催概要について  ＜資料３ 参照＞ 

 
 

 

以 上



平成 18 年５月 24 日 
㈱名古屋証券取引所 

役員の異動について 
 

当取引所は、本日開催の取締役会において、役員の異動を内定しましたので、

お知らせします。 

 

【平成 18 年 6 月 30 日付】 
１．取締役候補者(10 名) 

 
氏 名          主たる職業 

（常勤取締役） 
  畔柳  昇    ㈱名古屋証券取引所 取締役社長    （再任） 

西川  聰    ㈱名古屋証券取引所 取締役副社長   （再任） 
澤田 康夫    ㈱名古屋証券取引所 常務取締役    （再任） 

（社外取締役） 
安藤 正敏    安藤証券㈱ 取締役会長        （再任） 
大木島 巖    トヨタ自動車㈱ 顧問         （再任） 
         日野自動車㈱ 相談役 
木村  茂    木村証券㈱ 取締役社長        （再任） 
國村 道雄    名城大学 教授            （再任） 
坂口 省吾    野村證券㈱ 常務執行役名古屋駐在   （再任） 
長瀬 吉昌    大和証券エスエムビーシー㈱ 執行役員 （新任） 
         （名古屋支店長兼名古屋担当） 
箕浦 宗    名古屋鉄道㈱ 取締役相談役      （新任） 
         名古屋商工会議所 会頭 

 
 
＜ご参考＞ 
 退任予定取締役（２名） 

 
氏 名         主たる職業 

（社外取締役） 
冨田 寛治    大同特殊鋼㈱ 相談役 
吉川 秀人    日興コーディアル証券㈱ 常務取締役  

 

資料１



２．新任取締役候補者の略歴 
 

氏    名 

（生年月日） 
略        歴 

長瀬 吉昌 

（昭和32年11月３日生） 

昭和56年４月 大和証券㈱入社 

平成８年２月 同社彦根支店長 

同12年４月 大和証券エスビーキャピタル・マーケッツ㈱ 

名古屋支店法人部部長 

同13年４月 大和証券エスエムビーシー㈱ 

名古屋支店法人第一部部長 

同16年５月 同社事業法人第四部長 

同17年４月 同社事業法人第三部長 

同18年４月 同社執行役員（名古屋支店長兼名古屋担当） 

（現任） 

箕浦 宗 

（昭和２年２月27日生） 

昭和27年４月 日本銀行入行 

同59年５月 同行理事 

同63年６月 名古屋鉄道㈱取締役副社長 

平成２年７月 同社交通事業局長 

同５年６月 同社不動産事業本部長 

同６年６月 同社取締役社長 

同11年６月 同社取締役会長 

同16年２月 名古屋商工会議所会頭（現任） 

同17年10月 名古屋鉄道㈱取締役相談役（現任） 

 
 

以 上 
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平成 18 年 5 月 24 日 

株式会社名古屋証券取引所 

 

内部統制システム構築の基本方針 

 

１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

（１）企業倫理意識の向上及び法令遵守のため、経営理念および行動指針を定め、業務運営の

指針とする。 

（２）企業倫理意識等の浸透を図るため、取締役会の下に設置するコンプライアンス・リスク

管理委員会がこれを推進する。 

（３）法令に違反する行為等を未然に防止又は早期に発見し是正するため、法令遵守上疑義の

ある行為等を発見した使用人が、相談・通報することができる制度を整備し、社内規則に

従って運用する。 

 

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

取締役の職務の執行に係る情報について、法令および社内規則に従って、適切に保管する。 

 

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

（１）コンプライアンス・リスク管理委員会は、社内規則およびマニュアルに従って、当取引

所に存在するリスクを網羅的かつ総括的に管理する。 

（２）有事においては、各種マニュアルに従って対策本部を設置し、危機の管理にあたる。 

 

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

（１）取締役会を原則として毎月１回開催し、重要事項の決定を迅速に行うとともに、取締役

の職務の執行状況の監督等を行う。 

（２）取締役は、定款および社内規則を遵守し、職務の執行にあたる。 

 

５．当取引所における業務の適正を確保するための体制 

ガバナンス体制及び内部監査体制の確保を図り、監査役による業務監査に加え、コンプライ

アンス・リスク管理委員会による内部監査を実施する。 

資料２ 



2 

 

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する

事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項 

（１）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、当該使用人を総務グ

ループに置く。 

（２）当該使用人の人事評価については、取締役からの独立性を確保するため、常勤監査役と

人事担当執行役員が意見交換を行う。 

 

７．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制 

（１）常勤監査役は、取締役会のほか、執行役員会に出席する。 

（２）決裁済みのりん議書は、すべて常勤監査役に回付し、報告する。 

（３）コンプライアンス・リスク管理委員会は、内部監査の実施結果、１．（３）の通報が行わ

れた事実その他重要な事項について、常勤監査役に報告する。 

（４）監査役又は監査役会から業務執行に関する事項の報告を求められた取締役又は使用人は、

当該事項について、速やかに監査役又は監査役会に報告する。 

 

８．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

（１）取締役及び使用人は、監査役が行う監査に協力し、監査に必要な情報について、速やか

に監査役に提供する。 

（２）監査役は、当取引所の会計監査人との連携を可能な限り図る。 

 

以上



添付資料 

 

平成 18 年 5 月 24 日 

株式会社名古屋証券取引所 

 

当取引所の経営理念および行動指針 

 

【経営理念】 

 

名古屋証券取引所は、取引所有価証券市場の開設者として、法令および定款等諸規則を遵守

し、常に証券市場の公正性および信頼性の向上に努めるとともに、合理的かつ利便性の高いサ

ービスを市場参加者に提供し、社会的責任を果たすことによって豊かな社会づくりに貢献する。 

 

 

【行動指針】 

 

１．法令、定款等諸規則および社内規則を遵守し、適正に業務を遂行するとともに、社会的倫

理を尊重し、反社会的勢力には毅然とした態度で行動する。 

 

２．証券市場の健全な発展のため、自主規制機能を発揮するとともに、証券業界の一員として、

証券市場の利用促進を図るべく行動する。 

 

３．顧客が何を求めているかを的確かつ迅速に把握し、これに応えるべく行動する。 

 

 

以上 

 



 

平成 18 年５月 24 日 

㈱名古屋証券取引所 

 

名証ＩＲエキスポ２００６開催概要について 

 

● 主 催  株式会社 名古屋証券取引所 

● 後 援  名証取引参加者協会、日本証券業協会、社団法人日本証券アナリスト協会 

● 協 賛  日本インベスター･リレーションズ協議会 

● 内 容   

◆ 日 程  ７月 14 日（金）10:00～ 

７月 15 日（土） 9:30～ 

◆ 場 所  名古屋市中小企業振興会館 吹上ホール 

◆ 出展企業数  約１３０社 

◆ 催事内容 

7 月 14 日（金）証券専門家・証券営業担当者向け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 15 日（土）一般投資家向け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 入場方法（事前登録方法） 

名証ホームページ又は各証券会社店頭備え付けの専用ハガキにて申込み 

開会式 社長挨拶、テープカット 

個別面談 各企業ブースにて個別面談 

企業説明会 会議室にて説明会 

懇親会 
アナリストと出展企業トップによる、ランチパーティーを

実施（ＩＲエキスポ 10 回出展企業の記念表彰を予定） 

  

ブース設置 自由に企業ブースを訪問 

 
ブースツアー 

投資家をグループに分けて、ツアー形式により企業ブースを

訪問 

 
ミニ説明会 自社に関心のある投資家に対し、ブースにて説明会を実施 

ニューフェイス・インタビュー 
会場内特設ステージにおいて、新規上場企業の社長を、経済

評論家 木村佳子氏によるインタビュー形式で紹介（１４社）

トップ・プレゼンテーション 会場内特設エリアにおいて、企業トップがプレゼン（３社）

株式講演会 経済評論家 杉村富生氏による株式講演会 

証券会社協賛セミナー 
隣接会場にて、証券会社の主催により大規模のセミナーを

実施（９社） 

 

資料３




